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■毎月の休館日が変わりました。 館内整理日のため、毎月第２・第４木曜日がお休みになります。  

６月は８日（木）・22日（木）です。※学習室はご利用いただけます。休館日のご利用時間は 9:30～17：３０です。 

■本は大切に扱ってくださいますようお願いいたします。破れた時はカウンターにお申し出ください。図書館で修理いたします。  

※多くの方にご利用頂くために書き込み・切り取りはしないようにお願いいたします。 

■DVD等視聴覚資料の取扱いは慎重にお願いいたします。 

弁償となった場合は著作権分が市販価格に上乗せとなり、高額となる場合がございます。 
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江南市立図書館では、 

華道家元池坊華道教授 

川瀬勝久先生をお招きし 

生け花アレンジ教室を催します。 

今号では川瀬先生の作品を通して  

池坊の世界観を覗いてみます。 
 川瀬勝久氏作 自由花 

タイトル 著者 出版社

それで、いい！ 礒みゆき/作  はたこうしろう/絵 ポプラ社

よるのあいだに…
ポリー・フェイバー/文
ハリエット・ホブデイ/絵

BL出版

けんかのたね
ラッセル・ホーバン/作
大野八生/絵

岩波書店

うまれてくるよ海のなか
高久至/しゃしん
かんちくたかこ/ぶん

アリス館

ライスボールとみそ蔵と 横田明子/作 塚越文雄/絵 絵本塾出版

フードバンクどろぼうをつかまえろ！
オンジャリＱ・ラウフ/著
スギヤマカナヨ/絵

あすなろ書房

化石のよぶ声がきこえる
ヘレイン・ベッカー/作
サンドラ・デュメイ/絵

くもん出版

給食室のいちにち 大塚菜生/文 イシヤマアズサ/絵 少年写真新聞社

ふたりのえびす 高森美由紀/作 フレーベル館

５番レーン
ウン・ソホル/作
ノ・インギョン/絵

鈴木出版

魔女だったかもしれないわたし エル・マクニコル/著 PHP研究所

中村哲物語 松島恵利子/著 汐文社

スクラッチ 歌代朔/作 あかね書房

アップステージ ダイアナ・ハーモン・アシャー /作 評論社

人がつくった川・荒川 長谷川敦/著 旬報社

ラブカは静かに弓を持つ 安壇美緒/著 集英社

タガヤセ！日本 白石優生/著 河出書房新社

昆虫の惑星
アンヌ・スヴェルトルップ＝ティーゲ
ソン/著

辰巳出版
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図書館からのお知らせ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池坊の開祖は遣隋使「小野妹子」。 

池坊の歴史を遡れば、飛鳥時代にたどり着くと言われています。遣隋使としても知られる

「小野妹子」が隋（現在の中国）から帰国した後に出家し、「専務」と名乗り花を立てたのが

始まりとされています。以来、代々池坊の家元には「専務」から「専」の一文字を取って 

受け継いでいるとのこと。現在の家元は池坊専永氏、次期家元は池坊専好氏です。 

小野妹子こそ「華道の祖」と言えるのですが、飛鳥時代と言えば今から 1400年も前のこと。

池坊には壮大な歴史が脈々と流れているのです。 
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華道家元池坊華道教授 川瀬勝久氏 

1957年生まれ。幼い頃から花が好きでユリ、バラ、山野草などの栽培を

行う。20歳の頃から池坊華道教室で華道を学び竹内稔晴氏（現・池坊中

央研修学院特命教授）に師事する。現在も精力的に作品を出品する一方で

草井小学校、古知野南小学校で子どもたちに華道の魅力を伝えている。 

川端康成のスピーチ※で生け花は「IKEBANA」に。 

池坊の生け花を世界に紹介したのが川端康成でした。川端康成のノーベル賞受賞記念講演

で世界に向けて日本の美についての考えを発信しており、そこで生け花についても語られ

ています。その内容は戦国時代を生きた 28世家元池坊専応の『専応口伝』を引用したもの

で「単に美しい花を愛でるだけではなく、時には枯れた枝を用いながら、自然の姿を器の

上に表現するのだ」というものです。この講演で世界に紹介された生け花は英語でも

「IKEBANA」として定着することになります。 

※川端康成ノーベル賞受賞記念講演『美しい日本の私』（1968 年）の中で紹介されています。 

江南市立図書館では毎年、華道家元池坊華道教授 川瀬勝久氏による「生け花アレンジ教室」を

開催してまいりました。今年も 6 月 24日（土）に開催いたします。生け花アレンジを通して池坊

の世界に触れてみませんか。 

生け花アレンジ教室～テーブルの花～ 

日時：6月 24日（土）午後 2時～ 場所：図書館４階グループ学習室  

講師：川瀬勝久・安藤仁基（池坊生け花講師） 対象者：18歳以上  

定員：10名（抽選。後日、結果をお知らせします） 料金：1,000円（当日集金）  

持ち物：はさみ 申込：6月 9日（金）午前 9時～16日（金）に電話または直接図書館へ。 
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（写真は全て川瀬勝久氏の作品です。） 

 

池坊愛知支部花展 立華新風体 

松坂屋本部展 掛け花 

中日いけばな花展 自由花 中部三県連合花展 レリーフ 

池坊愛知支部花展 立華新風体. 
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